
         

           

       

釜

石

で

は

、

釜

石

教

育

会

館

で

１

８

時

０

０

分

か

ら

「

釜

石

地

区

平

和

集

会

」

を

開

催

、

約

９

０

名

が

参

加

し

ま

し

た

。 

集

会

で

は

、

主

催

者

を

代

表

し

て

釜

石

・

遠

野

地

協

の 

              

                  今

野

副

議

長

が

挨

拶

、

す

べ

て

の

生

活

の

前

提

と

な

る

平

和

を

守

る

運

動

に

結

集

し

、

行

動

し

よ

う

と

訴

え

ま

し

た

。 
次

に

、

県

平

和

実

行

委

員

会

を

代

表

し

て

五

嶋

大

季

地

区

友

愛

会

会

長

が

挨

拶

、

戦 

              

       

 

後

８

０

年

の

節

目

の

年

、

沖

縄

や

広

島

、

長

崎

に

思

い

を

寄

せ

、

核

の

な

い

世

界

、

平

和

を

考

え

る

夏

に

し

よ

う

と

呼

び

か

け

ま

し

た

。 

次

に

集

会

に

か

け

つ

け

て

い

た

だ

い

た

大

久

保

隆

規

県

議

か

ら

連

帯

の

挨

拶

、

三

浦

一

泰

市

議

か

ら

の

連

帯

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

紹

介

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

後

、

連

帯

の

ア

ピ

ー

ル

と

し

高

校

平

和

大

使

の

佐

藤

凛

太

郎

さ

ん

か

ら

活

動

の

報

告

と

平

和

へ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

の

紹

介

が

あ

り

ま

し

た

。 

引

き

続

き

集

会

ア

ピ

ー

ル

採

択

を

行

い

、

集

会

後

は

釜 

 

 

、 

       

    

       

石

教

育

会

館

か

ら

イ

オ

ン

釜

石

イ

オ

ン

店

入

口

か

ら

、

大

町

通

り

を

デ

モ

行

進

し

平

和

を

訴

え

ま

し

た

。 

    

 

                      

                                      

 

連 合 岩 手 釜 石 ・ 遠 野 地 域 協 議 会  

Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ  Ｌ Ｅ Ｔ Ｔ Ｅ Ｒ   

第 5 4 号  発 行 人 小 島安友  

編 集 人 菊 池 利 行  

2 0 ２ 5 年 9 月 5 日  

連合岩手釜石・遠野地協  

ＮＥＷＳ  ＬＥＴＴＥＲ 

連

合

岩

手

は

２

０

２

５

年

７

月

２

８

日

～

３

１

日

に

平

和

行

動

を

実

施

、

内

陸

・

沿

岸

北

・

沿

岸

南

の

３

コ

ー

ス

で

平

和

集

会

・

行

進

を

実

施

し

ま

し

た

。

釜

石

・

遠

野

地

協

で

も

、

７

月

２

９

日

に

釜

石

、

日

に

遠

野

で

平

和

集

会

を

実

施

し

ま

し

た

。

集

会

に

は

「

高

校

平

和

大

使

」

か

ら

平

和

へ

の

願

い

と

署

名

の

呼

び

か

け

が

あ

り

ま

し

た

。 

連
合
岩
手
２
０
２
５
平
和
行
動 

釜
石
・
遠
野
地
協 

集
会
・
行
進
で
平
和
を
訴
え 

 

  

 

上 か ら 「 平 和 高 校 大 使 か ら の ア ピ ー

ル 」「 釜 石 で の デ モ 行 進 」「 伊 藤 宜 夫 さ

ん か ら 広 島 被 爆 体 験 の お 話 」「 遠 野 で

の デ モ 行 進 」  

 
弛

ま

な

い

行

動

で

平

和

を

守

ろ

う

と

訴

え

ま

し

た

。 

続

い

て

、

伊

藤

宣

夫

さ

ん

か

ら

当

時

、

広

島

で

被

爆

し

た

こ

と

の

体

験

や

平

和

を

訴

え

続

け

る

こ

と

の

大

切

さ

、

被

爆

体

験

を

ま

と

め

た

紙

芝

居

の

活

用

の

訴

え

が

あ

り

ま

し

た

。 

「

戦

争

は

人

殺

し

で

す

。

絶

対

に

や

っ

て

い

け

ま

せ

ん

。
」

と

い

う

心

か

ら

の

叫

び

が

、

会

場

に

こ

だ

ま

し

ま

し

た

。 

引

き

続

き

集

会

ア

ピ

ー

ル

採

択

を

行

い

、

集

会

後

は

教

育

児

童

会

館

か

ら

駅

前

に

向

か

っ

て

デ

モ

行

進

を

行

い

、

平

和

を

訴

え

ま

し

た

。 

戦

後

８

０

年

と

な

り

、

当

時

を

語

っ

て

く

だ

さ

る

方

々

も

少

な

く

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。

地

域

の

歴

史

か

ら

平

和

を

学

ぶ

こ

と

の

大

切

さ

を

再

認

識

す

る

集

会

に

な

り

ま

し

た

。 

 

 

 

 

遠

野

で

は

、

遠

野

教

育

児

童

会

館

で

１

８

時

０

０

分

か

ら

「

平

和

集

会

」

を

開

催

、

約

６

０

名

が

参

加

し

ま

し

た

。 

集

会

で

は

、

主

催

者

を

代

表

し

て

平

和

運

動

実

行

委

員

会

委

員

長

の

湊

恵

幸

氏

が

あ

い

さ

つ

。

ロ

シ

ア

の

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

と

原

爆

の

使

用

を

ほ

の

め

か

す

姿

勢

を

強

く

批

判

し

、

ザ

マ

地

区

で

の

惨

状

を

憂

い

、 

今

年

も

連

合

岩

手

の

平

和

行

動

に

２

名

を

派

遣

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

 

照

井

崇

史

さ

ん

【

遠

野

市

職

労

】

と

内

澤

隆

二

さ

ん

【

J

P
労

組

】

が

長

崎

に

行

っ

て

き

ま

し

た

。

後

日

、

報

告

会

が

予

定

さ

れ

て

い

ま

す

。
お

楽

し

み

に

。 

 

県

内

キ

ャ

ラ

バ

ン 



                          

            

           

      

                      

    

   

 

              

   

 

 

終戦 80 年、平和な社会実現の行動を!  

いっぽいっぽ 運動の継続を! 

 

平
和
の
要
請
書 

遠
野
市
に
提
出

7
/

3
1
 

 

震
災
後
の
今
＆
ク
ラ
シ

ノ
ソ
コ
ア
ゲ 

 

 

８

月

５

日

に

「

平

和

の

取

り

組

み

に

対

す

る

要

請

書

」

を

釜

石

市

に

提

出

し

ま

し

た

。

釜

石

市

側

か

ら

は

、

中

村

達

也

総

務

企

画

部

長

他

３

名

が

対

応

。

釜

石

地

区

平

和

実

行

委

員

会

か

ら

は

、

今

野

徹

平

和

環

境

釜

石

地

方

労

セ

ン

タ

ー

議

長

と

菊

池

利

行

地

協

事

務

局

長

、

三

浦

一

泰

釜

石

市

議

が

要

請

行

動

を

行

い

ま

し

た

。 

 

釜

石

市

は

艦

砲

射

撃

の

街

と

し

て

、

黙

と

う

や

サ

イ

レ

ン

吹

鳴

を

こ

れ

ま

で

も

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。 

今

後

も

平

和

の

取

り

組

み

の

発

信

を

継

続

す

る

と

と

も

に

平

和

教

育

の

大

切

さ

を

強

く

訴

え

ま

し

た

。 

 

 

 

平和の折り鶴  

女 性 青 年 委 員 会 の 役 員 及 び 遠 野 地 区 の 地 協 幹 事 の 皆 さ ん の お 力 で 、  

折 り 鶴 、 1 0 0 羽 が 完 成 し 、 県 の 平 和 集 会 で 活 用 さ れ ま し た 。  

そ の 後 、 連 合 の 平 和 行 動 と し て 、 長 崎 の 平 和 集 会 に 届 け ま し た 。  

平和への願い を 込め て 、 思 い を ひ と つ に /釜石集会 ・ 遠野集会  

中 村 総 務 企 画 部 長 と 今 野 平

環 釜 石 地 方 労 セ ン タ ー 議 長  

平 和 の 取 り 組 み を 交 流

し ま し た 。  

平
和
の
要
請
書 

釜
石
市
に
提
出 

8
/

5
 

 

震
災
後
の
今
＆

ク
ラ
シ

ノ
ソ
コ
ア
ゲ 

 
７

月

3

1
日

に

「

平

和

の

取

り

組

み

に

対

す

る

要

請

書

」

を

遠

野

市

に

提

出

し

ま

し

た

。

遠

野

市

側

か

ら

は

、

佐

々

木

伸

二

総

務

企

画

部

総

務

課

長

他

２

名

が

対

応

。

遠

野

地

区

平

和

実

行

委

員

会

か

ら

は

、

湊

惠

幸

実

行

委

員

長

、

千

田

和

幸

副

実

行

委

員

長

、

菊

池

利

行

地

協

事

務

長

が

要

請

行

動

を

し

ま

し

た

。 

 
 

 

 

 こ

ん

だ

ん 

 

 

★お 知ら せ ★  連合 地協第 3 7 回定期 大会が 1 1 月 1 8 日

( 火 ) に釜石 P I T で開 催さ れます 。 ※予 定変 更です 。  

↑ 佐 々 木 総 務 企 画

部 総 務 課 長 と 湊 惠

幸 実 行 委 員 長  

地 域 の 実 情 を 懇 談

し ま し た 。 →  

 

 

遠 野教 育児童 会館に て  釜 石教 育会館 /  最後 の集 会にな りまし た。  

 


